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あらまし：イラストの描画技術を高めるためには，「手本となる他者のイラストからの技術の習得」，「継

続的な描画と復習」，そして「他者による評価」の三点が重要である．一方で，自分が描いたイラストを

他者に見てもらい評価を貰う機会は日常多くない．本研究では，これら一連の活動を支援する環境として，

イラストの投稿や振り返り機能に加え，ユーザ間でイラストを相互評価する仕組みを備えたシステムを提

案する． 
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1. はじめに 

イラストスキルを向上させるには，「① 手本とな

る他者のイラストからの技術の習得」，「② 継続的な

描画と復習」，「③ 他者による評価」の三点が重要で

あることが知られている．学習する題材を決め，既

に同じ題材に取り組んだ他者のイラストを手本とし

て設定し，それを参考にしながら継続的に描画を行

い，自らのイラストを振り返るだけではなく他者に

よる評価を受けることで自らのイラスト描画技術の

癖や弱点に気づくことができる．このプロセスを繰

り返すことで着実なイラストスキルの上達が期待で

きる．しかし，指導者から直接指導を受けている学

習者でなければ他者から評価を受ける機会は少なく，

自分の癖や弱点に気づくのが困難である． 

こうしたことから，イラストスキルの向上を目指

したシステムが提案されている(1)(2)(3)．本研究では，

入門者に対する一連の学習を支援する環境として，

イラストの投稿や振り返り機能に加えて，学習者同

士でイラストを相互評価する仕組みを備えたイラス

トスキル上達支援システムを提案する． 

 

2. アプローチ 
図 1 に①～③を支援するための学習の流れを示す．

まず，学習者がイラストを発信するために，Web 上

に描いたイラストを投稿し他者に公開できることが

望ましく，その上で，投稿したイラストを振り返り，

他者が描いたイラストを手本として参考にできる機

能が求められる． 

図 1 学習の流れ 

 

特に他者との交流については，第三者からの評価

により直すべき癖や長所に気づけることがモチベー

ションを維持するために重要であるため，活発な意

見交流を促す仕組みを考える必要がある． 

 

3. 意見交換支援システム 

図２に構築したシステムの画面遷移図を示す．本

システムでは，自分のイラストを他者に公開する「ア

ップロード機能」，他者のイラストを検索・表示し評

価を送信する「閲覧機能」，過去に投稿したイラスト

について他者から受けた評価を確認する「履歴機能」

の 3 つを備えることでイラストに対する意見交換を

促す環境を実現している．以下，各機能について説

明する． 

図 2 システム画面遷移図 

 

3.1 アップロード機能 

 本システムでは，学習者は自分の手本となるイラ

ストを設定し，それを目指した学習をすることを想

定している．他者との意見交換を促進するための仕

組みとして，イラストのアップロード後にシステム

に投稿されているイラストの中で学習者が投稿した

イラストと同じテーマのものを表示し，それに関す

る評価を入力させる．このように投稿と評価を一体

化することで，他者との交流を促進する．また，イ

ラストの評価を行う際に単に他者のイラストに対す

る評価をするだけではなく，自らが投稿したイラ 
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図 3 アップロード機能画面 

 

ストとの差分という観点から評価を入力させること

で，自分のイラストの特徴を意識させ、イラストの

癖や弱点に気づくきっかけを与える（図３）． 

 

3.2 閲覧機能 

 学習者が取り組んでいる学習テーマについて，既 

に同じテーマの学習に取り組んでいる他者のイラス 

トを検索・閲覧できる機能である（図４）．ここでは，

イラストの評価を行うことで取り組むにあたって気

をつけるべき点や取り入れるべきポイントを見つけ，

自らの学習に活かすことができる．また，投稿され

ているイラストの中で，お手本として参考にしたい

と思ったイラストを見つけた場合に，ブックマーク

できる機能も備えており，次の学習へのレディネス

を高める仕掛けを組み込んでいる． 

図 4 閲覧機能画面 

 

3.3 履歴機能 

 過去に投稿したイラストを一覧形式で時系列順に 

ソート表示する機能である（図５）．これまでの取り 

組みによるイラストの質の向上を認識し，イラスト

スキルの上達を実感することができる． 

 

図５ 履歴機能画面 

 

またイラストに寄せられた他者からの評価を併せ

て表示することで，第三者の視点から見たイラスト

の長所・短所を把握できる．指摘された点に関して

その後の学習の際により注意深く他者のイラストを

観察することを意識させ，新たな手本や学習課題を

見つける手がかりを与えることが狙いである． 

 

4. まとめ 

本システムでは，イラスト描画技術の向上を目指

す学習者が，イラストの描画練習を行う際の手がか

りとなるよう，自らのイラストの振り返りやイラス

トに対する他者からの評価といった活動を支援する

仕組みを実現した．学習者が自らのイラストの癖や

弱点に気付きその後の学習において気をつけるべき

点を意識することで，上達までのプロセスを明確に

することが狙いである． 

本システムでの学習効果は学習者間の意見交換に

大きく依存するため，交流の活発化を一層促す仕組

みを今後考えていく必要がある． 
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